
第３章

　スポーツ推進の

基本的な考え方
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２ 基本目標 

   基本理念に基づいて、基本目標を次のように設定します。 

 

 

 

基本目標１ 

生涯にわたるスポーツ活動の推進 

幼児から高齢者まで、だれもが自分にふさわしいスタイルでスポーツ活動に

熱中できるよう生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進を図ります。 

【重点】 

スポーツを週１回以上行う成人の市民が６５％以上になることを目指します。 

平成２８年（２０１６年）３４．１％→平成３９年（２０２７年）６５％ 

 

 

 

基本目標２ 

 学校体育の充実 

児童・生徒が生涯にわたって運動やスポーツに親しむことのできる資質を育

てるために、学校体育の充実を図ります。 

【重点】 

新体力テストの全ての項目で、県平均を上回ることを目指します。 

平成２８年（２０１６年度）９４．４％→平成３９年（２０２７年度）１００％） 

 

 現状値平成28年（2016年年度）

94.4％

目標値平成39年（2027年度）

現状値平成28年（2016年） 目標値平成39年（2027年）

34.1％ 65％

100％
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基本目標３ 

 気軽にスポーツに親しむことができる環境の整備 

スポーツ施設の有効利用や整備、指導者の育成・活用の体制の充実、スポー

ツ情報の収集・提供の充実により、市民が気軽にスポーツに親しむことができ

る環境づくりを目指します。 
【重点】 

施設や指導者、イベント等、スポーツに関する情報を集約し、広く市民に発信

します。 

 

 

 

基本目標４ 

 スポーツとの連携・協働による活力あるまちづくりの推進 

スポーツ大会やスポーツ活動を地域の資源とし、一体感の醸成、交流人口の

拡大、まちの活性化・地域経済の発展に寄与できるよう、様々な部門と連携・

協働します。 

熊谷の伝統とラグビータウン熊谷をはじめとする本市の様々なスポーツ施策

によって培われたスポーツ文化に、ラグビーワールドカップ２０１９のレガシ

ーを融合し、熊谷ならではのスポーツ文化（ホームタウン意識）の創出を目指

します。スポーツ大会の招致やスポーツツーリズムの推進を含むこの基本目標

は、総合振興計画においても重要かつ優先度の高い施策としてリーディングプ

ロジェクトにも位置付けられており、本市の将来像の実現に大きな役割を果た

します。 
【重点】 

市民やスポーツ関係団体、商業関係団体等と協働し、スポーツイベントを充実

します。また、様々な場面で市民の参画を促し、「熊谷らしい」おもてなしを

工夫し、交流人口の拡大を目指します。 

 

市民

スポーツ
関係
団体

商業
関係団体

スポーツ
イベント
充実

目標

ようこそ

目標

発信
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